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本ガイドラインは、研究データについてジャパンリンクセンター（JaLC）を通して DOIを登録する

ことを検討している関係者を対象として作成した。下記①～③の通り、主な想定読者を定義したの

で、どの章を重点的に読むのが良いかの判断材料としていただきたい。 

 なお、DOIや JaLCにおける具体的な登録運用については、2章および参考文献に記載の各

関連文書も参照のこと。 

 

① 組織・機関責任者 

組織・機関を代表して DOI登録を検討・判断する責任者。 

② 実務者 

実際に DOIやメタデータの登録・管理を行う実務者（リポジトリ運用者等）。 

③ 研究者・データ作成者 

自身が作成するデータに DOIを登録することを希望する者。もしくは DOIを登録することと 

なったデータの作成者。 

 

 各章が想定している読者は下記の通りである。 

章タイトル 

主な想定読者 

①組織・ 

機関責任者 

②実務者 ③研究者・ 

データ作成者 

1．はじめに ● ● ● 

2．DOI と JaLCの概要 

 2.1．DOI とは ● ● ● 

 2.2．DOIの登録機関 ● ●  

 2.3 JaLCの概要 ● ●  

 2.4 JaLCのメタデータ  ● ● 

3．研究データへの DOI登録の方針 

 3.1．DOI登録の意義・利用 ● ● ● 

 3.2．DOI登録の対象データ ● ● ● 

 3.3．DOI登録における留意点  ● ● 

4. 研究データへの DOI登録作業手順 

 4.1．概要  ● ● 

 4.2．DOIの登録単位  ● ● 

 4.3．メタデータ作成・登録  ● ● 

 4.4. DOIのランディングページ  ● ● 

 4.5．DOI登録後の運用  ● ● 
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1. はじめに 

学術情報分野での情報流通において、一意かつ恒久的に対象物を同定できる永続的識別子

（Persistent Identifier: PID）は重要な役割を果たして来た。中でも代表的な PIDがデジタルオブ

ジェクト識別子（Digital Object Identifier: DOI）である。元は URLのリンク切れ対策として 1990

年代に考案された DOIは、ウェブの発展、電子ジャーナルの発展とともに利用が広がり、学術論

文の識別をはじめとし、学術情報に欠かせないものとなっている。 

DOIのシステムは DOI財団（DOI Foundation）により運営されており、DOI登録は当財団に

認定された DOI登録機関（Registration Agency: RA）が行っている。日本では、日本発の学術

コンテンツ情報を収集し、普及、利用を促進する目的で設立されたジャパンリンクセンター（以下

「JaLC」という）が、2012年 3月に国内唯一の RA として認定された。 

DOI登録対象の主流は学術論文だが、論文以外の研究成果物（書籍、研究データ等）へと対

象を拡大しつつある。研究データへの DOI 登録に関しては、世界的にも様々な課題の検討が

進められている段階であり、日本においてはほとんど経験がなかったため、JaLCは日本国内で

研究データにかかわる機関から参加を募り、我が国における研究データへの DOI 登録の仕組

みを新たに構築することを目的として、2014年 10月から 2015年 9月にかけて、「研究データ

への DOI登録実験プロジェクト」を実施した。このプロジェクトでは、研究データへの DOI 登録

に特有の課題抽出とその解決、運用方法の確立、DOI の活用方法等の検討を行い、その成果

物として本ガイドラインの初版を作成、2015年 10月に JaLCのWebサイトから公開した [1]。 

それから 8年、研究データの公開、再利用を進めることで、新たな知識の創出や研究の加速

化・透明化を目指すオープンサイエンスの動きが国際的にも活発化し、国内においても総合科学

技術・イノベーション会議を中心にオープンサイエンス推進に関する議論が進められてきた。研究

の現場でも、論文の投稿時に根拠データの公開が必要となる学術雑誌が増えており、また、外部

資金による研究開始時にデータマネジメントプラン（DMP）の提出を要求されることもある等、研

究データの管理・公開に対して真剣に向き合わざるを得ない状況になっている。 

研究データの管理・公開・利活用の必要性が高まる中、研究データへの DOI登録のポテンシ

ャルにも注目が集まるようになってきた。研究データへ DOIを登録して公開することで、データへ

の永続的アクセスが確保されるとともに相互運用性が高まり、データ利用が促進される、というの

が一義的な効果であるが、DOIを利用することでさらにデータ引用ならびにデータ引用数の把握

が容易になり、データ公開件数やデータの利活用状況がデータ提供者の業績評価に繋がる、と

いう効果も無視できない。図１に示す通り、国内でも研究データへの DOI登録が増えつつある。 

本ガイドラインの改訂は、2021年 11月に設立された「研究データへの DOI登録促進小委員

会」が中心となって実施した。上記の通り、本ガイドライン初版公開以来、国内でも研究データへ

の DOI登録が進んだことから、小委員会会合やオープンな議論の場において、運用経験のある

メンバーにノウハウや課題等を共有してもらうと同時に、新たに実践しようとしているメンバーから

疑問質問、初版ガイドラインの不足点等を挙げてもらい、それぞれの抱える問題意識に沿って議

論を進め、その結果を反映した。主な改訂点としては、異なる立場の読者を想定した対応表の作
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成、研究データへの DOI登録の目的について新たに記載、「粒度」をはじめとする固定解がない

課題について「考え方」の記述、さらに事例集の拡充等が挙げられる。 

研究データへの DOI登録は、これからますます普及が進むと考えられる。研究データへの

DOI登録が、研究データの流通を促進するとともに、データ提供のインセンティブ向上にも寄与

し、オープンサイエンス全体の推進力となるために、本ガイドライン改訂版が現場の役に立てるこ

とを期待する。 

 

 

図１. JaLCによる研究データへの DOI登録累計件数推移（2015年度より集計開始） 
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2. DOI と JaLCの概要 

2.1. DOI とは 

DOIの機能とは、個別のコンテンツに割り当てられた ID （DOI） とその所在 URL情報をペア

で保管し、DOI問い合わせに対して所在 URLを返すというものである。コンテンツの所在 URL

が変わった場合は、ペアの情報を更新することにより、持続的なアクセスが保証される。 

DOI は「10.1241/xxx-oo-oo」のように「10.」で始まり、「/」で区切られた形をしている。「/」の前

は prefix（接頭辞）といい、 DOI登録機関 （Registration Agency: RA） によって割り当てられ

る、コンテンツの管理者に固有の記号である。一方、「/」の後ろの部分は suffix（接尾辞）といい、

登録者自身が決定できる。登録された DOIは、https://doi.org/“DOI” でアクセスすると、元の

URLに解決され、結果としてそのコンテンツにたどり着くことができる [2]。 

 

2.2. DOIの登録機関 

DOI登録のためのシステムを持続的に運用するために、3階層の組織構造がとられている。

DOI の仕組みを統治する DOI財団、その配下の DOI登録機関 （RA） として複数の組織、さら

にその配下の DOI登録者である。JaLCはこのうち RAに相当し、その会員が DOI登録者（原則

として存続期間の定めのない機関・団体。3.3.2参照）に当たる。（図 2-1） [3] 

 

 

 

 

図 2-1．DOIを運用するための組織構造 
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DOI財団は、DOI と所在 URLのペアをデータベース化して管理する役目を担う。ここでのデー

タベースの管理とは、DOI と所在 URLの新規登録や、変更の受付、DOIの問い合わせに対して

所在 URLを返答するという機能の維持である。 

一方、RAは DOI財団の認可を受けて、DOIの登録業務を行う。2024年 3月時点で、世界で

12機関が RA として登録されている。各 RAは、コンテンツの種類や登録者の範囲等において登

録ポリシーをもち、該当する登録者に DOI登録サービスを提供している。JaLC のほか、主要な

RA として、論文に対する DOI登録を大規模に行っている Crossref [4]や、研究データへの DOI

登録を世界に先駆けて行っている DataCite [5]等が挙げられる。 

DOI登録者は、個別の RAの会員となることで、自身の持つコンテンツに DOIを登録すること

ができる。DOI 登録者はコンテンツの発行者や管理者であり、DOI と、コンテンツにアクセスする

URL とをペアにして、RAが用意したサービスを使って登録する。 

 

2.3. JaLCの概要 

JaLCは、国内の各機関が保有する電子的学術コンテンツ（ジャーナルアーティクル、学位論

文、書籍・報告書、研究データ、e-learning等）の書誌・所在情報を一元的に管理し、DOIを登録

することで、国内および海外の情報サービスの日本国内での利便性向上と国内学術コンテンツの

国際的流通の促進を図ることを目的とし、RA として JaLC会員に DOI登録サービスを提供して

いる [6]。 

JaLC会員は「正会員」と「準会員」の２つの区分に分けられ、それぞれ利用できるサービスの

詳細が異なる。正会員は JaLCへ直接 DOIを登録可能であるのに対し、準会員は正会員を通し

て JaLCに DOIを登録する。JaLCは「正会員」「準会員」それぞれに対し、用途に応じて一つま

たは複数の固有の prefixを割り当てる（3.3.3参照） [7]。 

また JaLCは、自身が RAであると同時に、CrossRef と DataCiteの会員でもある。JaLC会

員は、JaLCが割り当てる DOIのほか、JaLCを介して CrossRefや DataCiteが割り当てる DOI

を登録することも可能である（いずれも別途料金が必要）。そのフローを図 2-2に示す [8]。 
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図 2-2. JaLCを介した DOIの登録フロー 

 

2.4. JaLCのメタデータ 

JaLCは、コンテンツの種別ごとにメタデータを定義しており、それぞれ異なるメタデータスキー

マで、ジャーナルアーティクル、学位論文、書籍・報告書、研究データ、e-learning等に対応してい

る。 

研究データ用のメタデータスキーマは、DataCiteのスキーマ（DataCite Metadata Schema 

4.4）に対応している [9]（2024年 3月現在）。DataCiteは科学研究を促進するという目的のも

と、研究データの所在を示し、同定し、引用する方法を研究者に提供するとしており、メタデータに

ついても、リソースの引用と検索が正確に整合性を持って行えるようスキーマが定義されている。

必須項目は、引用に当たって必要な、Identifier、Creator、Title、Publisher、Publication Year等

の少数にとどめ、多くの分野のスキーマとの互換性を保つことを意識している。ただし、データが

より検索され、引用されるようにするために、必須項目以外に推奨、任意入力の項目を定義して

いる [10]。 

JaLCの研究データ用のメタデータおよびメタデータスキーマは、DataCiteの定義を基にしてい

るが、DOI登録対象としている他のコンテンツ種別（ジャーナルアーティクル等）のメタデータと項

目をそろえるため、DataCiteの定義に変更を加えており、タグ名の付け方、複数言語の持ち方の

変更、ファンド情報の追加等を行っている。また、「公的資金による研究データの管理・利活用に

関する基本的な考え方」（2021年 4月 統合イノベーション戦略推進会議) [11]で定められたメタ

データの共通項目(2023年 3月 31日時点)に対応するための項目も追加している。 

※JaLCにおけるメタデータの作成については 4.3.2 流通を意識したメタデータ作成も参照。 
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3．研究データへの DOI登録の方針 

3.1．DOI登録の意義・利用 

3.1.1 DOIの登録の意義 

DOIを登録する目的には、理念的な意義づけと実践上の目的の両面がある。まず、理念的に

は、データを学術オブジェクトとして管理・保存し、DOI という永続的識別子（PID）を付けることに

よって、データで表現される科学の発見の一意性を保つという意義がある。特に「FAIR」原則に

従ったデータの公開を実現する上で、DOIの登録はその前提とも言え、DOIを登録することで、

そのデータへの永続的なアクセスがより担保される状態になる。 

FAIR原則とは、データ管理における「発見可能性（Findable）」、「アクセス可能性

（Accessible）」、「相互運用性（Interoperable）」、「再利用性（Reusable）」の 4つの原則からな

る [12]。 

  

➢ 発見可能性（Findable）： 

データを容易に見つけられるようにすること。データがどこにあるのか、何に関連してい

るのか、どのようにアクセスできるのかが明確になっている必要がある。また、データを

検索するためのメタデータや識別子が整備されていることも重要である。 

➢ アクセス可能性（Accessible）： 

データは、可能な限り広くアクセスできるように管理されていること。できるだけ多くの人

がデータにアクセスし、使用することができるようにすること。 

➢ 相互運用性（Interoperable）： 

データは、異なるシステムやアプリケーション間で相互運用可能であること。データはな

るべく（国際的、あるいはコミュニティ内で）標準化された形式で共有されるべきであり、

異なるプログラムやプラットフォームでも互換性があるように管理することが求められ

る。 

➢ 再利用性（Reusable）： 

データは、再利用可能であること。データを取得した人が、再利用することができ、また、

その後も含めて繰り返し使用できるように管理される必要がある。 

 

FAIR原則は、データ管理におけるベストプラクティスを推進する指針を与えており、永久識別

子としての DOIが、FAIR原則を支える基盤となっている。 

  

一方、実践上の目的は、実際にデータを発見・利用してもらい、引用や評価を受けるためであ

り、DOIの登録はその目的のための最も効率の良い手法であると考えられる。DOIを登録する

ことにより、研究者や学術出版者、データリポジトリ等が研究データにアクセスし、引用すること

が容易になる。また、DOIは、研究データの利用状況をトラッキングするために使用できる。これ

により、研究データの影響力を測定し、評価することができる。 
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さらに、DOIは研究データの信頼性や品質を向上させるためにも役立つ。DOIを持つ研究デ

ータは、半永続的にアクセス可能であるという点において、信頼性がより高くなる。翻って、デー

タの品質についても、DOIを持つ研究データは、そのデータの永続性や信頼性を保証するため

に、十分な品質管理が行われていることが期待される。 

  

3.1.2 研究データに登録した DOIの利用方法 

研究データに登録した DOIの利用には以下の方法がある。 

  

➢ データの引用： 

研究者や学術出版社が研究データの DOIを引用することにより、他の研究者による研

究の参照元とすることができる。これにより、研究の信頼性が高まり、影響力が増すこと

が期待される。 

➢ データの検索： 

研究データの DOIを使用することにより、データを検索し、アクセスすることが容易にな

る。多くのデータリポジトリや出版社が DOIを使用しており、DOIを入力するだけでデー

タにアクセスできるようになっている。 

➢ データの管理： 

研究データの DOIを使用することにより、研究者は自分のデータを簡単に管理すること

ができる。DOIを持つデータは、永続的にアクセス可能であることが保証されているた

め、データの安全性や永続性を確保するための管理が容易になる。 

➢ データの評価： 

研究データの DOIは、データの使用状況を追跡するために使用できる。これにより、研

究データの影響や影響力を測定し、評価することができる。DOIを持つデータは、その

データの使用状況を追跡することが容易であるため、データの評価が容易になる。 

➢ データの共有： 

研究データの DOIは、データの共有を容易にする。DOIを持つデータは、永続的にアク

セス可能であることが保証されているため、研究者やデータ利用者が研究データを共有

し、再利用することができる。 

 

3.2．DOI登録の対象データ 

3.2.1  DOI登録の対象とするデータの考え方 

DOI はデータへのアクセシビリティや存在の保証を与えるものである。 

専門家・研究者として当該分野科学・学術の振興、発展に重要と考えられるデータについて、

長期保存、永続的アクセスが必要と認められるものを対象データとすることが望ましい。どのデ

ータに DOIを登録して永続的なアクセス下に置くかについて、査読（ピア・レビュー）等を提案す

る考え方もあるが、現状ではいまだその方針、方法論等がまだ定まっているとは言い難い。個別
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にコミュニティや機関、関係ステークホルダーにおいて検討事例を増やしていく必要があるであろ

う。 

 

また、論文原稿の投稿・出版に伴ってデータに DOIをつけるようジャーナルが出版ポリシーと

して要請する事例も増えている。こうしたデータについてはぞれぞれの出版者、ジャーナル編集

方針にのっとって対応が必要である。近年は、「データジャーナル」等の形で、研究データそのも

のに関する論説・解説とセットでデータを DOI登録・公開するケースもある。同様に、研究資金

配分機関が成果物としての研究データの公開や DOI登録を要請する場合もありうる。 

 

3.2.2 品質に関する考え方 

DOI登録は一般的には、データ自体の品質保証を与えるものではないが、データの品質に関

する情報をメタデータに含める場合もありうる。また、固有性の担保という意味で、DOI登録その

ものが品質管理に貢献しているとも考えられる。 

 

DOI登録する対象データについて、専門家による査読等を経て決定するケースもあるが、す

べてのデータについて、DOI登録対象データの品質管理の考え方は統一されているわけではな

い。 

DOI登録対象候補のデータについては、3.2.1章にも言及されているように、FAIR データ原

則にのっとって、意義のあるデータの品質保証は配慮されるべきと考えられる。データ品質のチ

ェック、管理は、その専門分野に精通した研究者や専門家が関わる必要があるであろう。データ

生成者・管理者・提供者等がこれを担保することが望ましい。分野別データリポジトリでは、キュ

レーションの一環として当該分野の専門家（研究者やデータキュレータ等）によるデータ品質チェ

ックを行うことが望ましい。なお、分野を限定しない包括的なデータリポジトリも存在し活用されて

いるが、そこではリポジトリ側ではデータ品質評価は行われないことに注意が必要である。 

 

3.2.3 複数のデータリポジトリ間での DOIの調整に対する考え方 

同一の対象データを複数の DOI で指定することは推奨されていない。原則的にはひとつの

対象物に対して DOI をひとつだけ登録するのがよい。ただ、DOIの制度・システム上、複数の

DOIで同一のデータやオブジェクトを指定することは許容されている [2]。 研究データの場合、

特別な事情がある場合はこれも考慮する必要が起こる可能性はある。例えば、データ作成に複

数機関が関わっていたり、 登録したデータリポジトリの運用ルールにより新たに DOI が登録さ

れてしまったり等の事情により、同一の研究データに複数の DOI が登録されてしまう事情が発

生するかもしれない。その際は、それぞれのデータ提供者同士は連絡をとりあい状況を理解して

おくこと、また互いに DOI 登録状況を把握していること、これがわかるような情報をメタデータに

記載する等が望ましい。当該 DOIのメタデータには、同一の研究データに別の DOI が登録さ



 

13 

 

れていることを、関連情報（メタデータ項目の relation_list欄）に記述するのがよいとされる。 

[13] 

 

3.3 DOI登録における留意点 

3.3.1 DOI登録の主体とデータ管理の主体                                       

研究データへの DOI登録に当たっては、DOI登録の管理、および登録対象の研究データの

管理の両方を実施する必要がある。組織において、それぞれの管理者が異なる場合があるので

留意する。 

DOI登録の管理者（以下、「DOI管理者」という）は、メタデータやランディングページの作成・

維持（修正があった場合の変更を含む）、DOIに紐付くコンテンツ URLのアクセス維持等、DOI

システムが正常に動作するために必要な管理を行う（「JaLC参加規約 7章（正会員の一般的義

務）） [14]。組織内で複数の DOI管理者が存在することもあり得るが、組織全体としては、JaLC

に登録されている担当者（部署）が一元的に管理する。一方、コンテンツ（ここでは研究データ）自

体の管理は、組織において定められた管理者が適切に実施する。DOI管理者とコンテンツ管理

者は、十分に情報を共有し、協力して管理に当たることが望まれる。 

この 3.3項では、DOI管理者が実施する事項について、主に論文への DOI登録と異なる点

を中心に、注意を要する点を述べる。コンテンツ（研究データ）管理者が実施すべき内容につい

ては本ガイドラインの範囲外とし、参考情報 [11] [15]のみを挙げる。なお、3.1項にあるとおり、

FAIR原則に沿った管理がなされることが望ましい。 

 

3.3.2 DOI管理の体制 

DOI登録にあたり必要な JaLCへの入会が可能なのは、コンテンツのアクセス持続性を確保

する必要性から、原則として存続期間の定めのない機関・団体である。会員機関においては、責

任部署を定め、DOI登録の窓口やとりまとめ業務を担う。 

登録コンテンツが論文の場合は、出版社や大学、学協会等の存続期間の定めのない団体が

コンテンツを所有することが一般的である。しかし研究データについては、有期のプロジェクト等

から対象コンテンツが創出される場合がある等、必ずしも存続期間の定めのない団体が直接の

管理者ではないことがあり、場合に応じて、長期にわたって DOIを登録したデータのアクセスを

保証するための体制について考慮が必要である。たとえば、以下のような対応が考えられる。 

  

・ （プロジェクト自体ではなく）プロジェクトの参加機関が JaLC正会員または準会員となり、そ

の資格において JaLCに DOIを登録する。 

・ プロジェクトが長期にわたる場合は、プロジェクト自身が JaLC会員となることを検討する。

申請により、JaLC 運営委員会がその持続性等を審査し、組織を持たないプロジェクトが

JaLC会員となることを認めることがある。 
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・ 研究データに DOIを登録するプロジェクトが複数機関から構成される場合は、プロジェクト

代表機関が責任を持って管理する。その際の DOI登録作業は、代表機関が全データを取

りまとめて行う、あるいは各機関が個別に行う等のいずれも考えられるが、どのような場合

でもプロジェクト内で登録者を明確に取り決める。その際、DOI登録を行う者は、JaLC正

会員あるいは準会員の資格を持つ必要がある。プロジェクト代表機関は、どの参加機関か

らどの研究データが DOI登録されるかを把握しなければならない。 

  

以下に、単独および複数機関から成るプロジェクトの DOI管理体制の例を示す。 

  

➢ 単独の機関内のプロジェクトの例 

図 3-1は、機関内プロジェクトの例を示している。A研究所内のプロジェクト Pは、プロジェ

クトで得られた研究データに対して新たに DOIを登録するというケースである。A研究所

は、従来、論文に対して DOIの登録を行っており、すでに JaLC会員であるため、その資

格に基づき、Pプロジェクトが生成した研究データへの DOI登録を行う。この際、論文に

DOIを登録するために割り当てられていた prefix とは別に、研究データ用の prefixを

JaLCに申請し、これを使用して DOI登録を行う（prefixについては、次項「3.3.3 prefixの

割り当て方針」で説明する）。論文と研究データの管理体制は、同じ機関内でも別々である

ことが多いと考えられることから、分けて管理を行ったほうが、運用が容易であろう。プロジ

ェクト終了後のデータへのアクセス保証は、A研究所が機関として行う。 

 

 

 

図 3-1. 単独の機関内のプロジェクトの例 

 

➢ 複数の機関から成るプロジェクトの例 

図 3-2は、複数機関から成るプロジェクト Qの例を示している。プロジェクト代表機関は A研

究所であり、A研究所は JaLC正会員である。また、その他のプロジェクト参加機関 x学会、

y大学、z大学は、A研究所とは別の JaLC正会員配下（x学会は B機関、y大学、z大学

は C機関の配下）の準会員である。A研究所が Qプロジェクトから発生した研究データをす

べてとりまとめて DOIを登録する場合は、A研究所のみが prefixを JaLCへ申請し、申請

書には自身が当該プロジェクトの代表機関であることを明記する。あるいは、プロジェクトに

おいて、A研究所が DOI登録をとりまとめるのではなく、各機関で行うと決めた場合、準会
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員 x学会は、正会員 B機関を通じて DOIを登録し、準会員 y大学、z大学は正会員 C機

関を通じて登録する。正会員は、プロジェクト情報を添えて JaLC事務局に prefixを申請し、

その後 DOI登録を行う。 

 

 

 

図 3-2. 複数の機関から成るプロジェクトの例 

 

以上は、説明のためパターン化したケースを示したが、実際はこれらの例を参考に、各機関・

プロジェクトの事情に合わせ、prefixの申請も含めた DOI名の設計や、運用手順の整備を実施

することが望ましい。 

 

3.3.3 prefixの割り当て方針                     

DOI prefixは、JaLC正会員に対して事務局が払い出す。原則として１会員あたり 1 prefix と

しているが、必要に応じて複数 prefixの払い出しが可能である。 

研究データの作成や管理は、データ作成者が機関内の１研究室であったり、参加組織の形態

が複数機関から構成される有期のプロジェクトであったりする等、論文等の文献とは異なりさま

ざまなケースが想定される。そのため、将来的にデータ管理が別機関に移管される可能性も考

慮し、実データあるいはメタデータの管理者単位で prefixを分けておくと運用が容易であると考

えられる。たとえば、複数機関から成るプロジェクトの場合はその参加機関単位、共同リポジトリ

の場合は研究データ作成機関の単位とする等を検討し、必要に応じて複数 prefixを使い分けて

もよい。 

また、コンテンツ種別の異なりで別の prefixを申請してもよい。たとえば、すでに JaLC会員と

して論文に DOIを登録しているが、新たに研究データの DOIを登録する際、管理部門が別に

存在する場合は、別の prefixを使用する方が管理しやすいだろう。 

新たに prefixが必要な場合は、その登録対象等の事項を添えて JaLC事務局に申請し、割り

当てを受ける。会員は、DOIを登録したデータへのアクセスおよびメタデータの管理を適切に行

わなければならない。また、正会員は、prefixの管理状況を年に 1回 JaLCに報告し、使用して

おらず今後も使用の見込みのない prefixは返却する。 
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3.3.4 アクセスの持続性の保証           

「3.3.2 DOI管理の体制」で述べたとおり、DOI登録はプロジェクト参加機関のうち JaLC会員

である者が行う。当該会員は、持続的なアクセスを保証するための手段を準備しなくてはならな

い。 

研究データは研究室等小規模な単位で管理が行われているケースがあるため長期的なアク

セス保証に当たり特段の手段を講じる必要があったり、機関の組織体系とは別に実施されてい

る他機関との共同プロジェクトの場合、プロジェクト終了後どの機関がデータ管理を行うかが課

題になったりすることがある。DOI管理者やコンテンツ管理者が持続的アクセスを保証できない

場合、適切な関連機関やデータセンターにデータ管理を委託することで、アクセスを保証すること

も考えられる。 

 

（プロジェクト終了後のデータ保管の例） 

・ 例 1：代表機関がプロジェクトにより DOI登録したデータをすべて引き受けて管理する。

prefixの移管を伴うこともある。登録した研究者等の当事者のほか、機関リポジトリや、図

書館等が保管する場合がある。 

・ 例 2：DOI登録を行った機関がデータを保管する。 

・ 例 3：引き受け先がないときは、外部のデータリポジトリ等へ寄託する。プロジェクト実施中

から、終了後も持続的なアクセスを可能とするための体制等を、規約により定めておくことも

有効である。 
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4．研究データへの DOI登録作業手順 

4.1 概要 

ここでは、研究データへの DOI登録作業手順の実際について、研究データを保持する研究者

の視点から説明する。図 4-1は所属機関のリポジトリへデータとメタデータをリポジトリに登録し、

DOIを登録するまでの模式図である。所属機関がデータリポジトリを持たない場合については、

別途｢研究データに DOIを付与するには？｣ [16]を参照。 

なお、「5．事例集」にて各機関の実際の登録フローが記載されているので適宜参照のこと。 

 

 

（研究データ利活用協議会・リサーチデ

ータサイテーション小委員会. “研究デー

タに DOIを付与するには？” を改変して

作成：

https://japanlinkcenter.org/rduf/doc/rd

uf_rdc_doileaflet.pdf） [16] 

 

 

 

図 4-1.  

所属機関における研究データへの 

DOI登録フロー（模式図） 

 

自分のデータセットに DOIを登録して公開・共有したい場合、研究者は、論文投稿規定、プロ

ジェクトルール等の外的要因や、所属機関のデータポリシー並びにリポジトリ整備状況を考慮しな

がら、所属機関の担当部署に対応可否を確認する。DOI登録には図書館、情報・知財部門等複

数部署が関わっている可能性があり、どの部署がどの作業に責任を負っているのか個別の確認

が必要となる場合がある。担当部署による確認が終了した後、研究者はメタデータ、ランディング

ページ等の作成、といった作業を行う。機関によっては、メタデータやランディングページ作成に当

たって支援が得られる場合もある。以降では、このような複数部署との連携を前提にしつつ、特に

留意すべき点について説明する。 

 

4.2 DOIの登録単位 

4.2.1 基本的な考え方 

１つの DOIに対してメタデータおよびランディングページは１：１で対応させるが、登録対象デ

ータの実体は複数ファイルであってもよい。論文に DOIを登録する場合は、１報に対して１つの

DOIを登録するというわかりやすい単位で扱うことができるが、研究データの場合は、その性質

や利用のされ方がさまざまであるため、どの粒度で DOIを登録するかを一概に決めることが難

https://japanlinkcenter.org/rduf/doc/rduf_rdc_doileaflet.pdf
https://japanlinkcenter.org/rduf/doc/rduf_rdc_doileaflet.pdf
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しい。最終的には、粒度を決めるのはデータ提供者の判断である。その際、DOIが長期にわた

って利用されることを考慮するべきである。 

 

4.2.2 粒度を決める観点 

DOI登録の粒度を決める観点として、いくつか考えられるものを以下に挙げる。 

➢ 引用： 

引用関係をリンクし、引用数を計測することは DOIの主要な目的のひとつである。研究

データへの DOI登録を行うことにより、データ引用を促し、その成果を測ることが容易に

なる。よって、データ提供者が引用を期待する粒度で DOIを登録することは、重要な観

点である。まとまって利用されることの多いデータ単位で DOIが登録されていると、デー

タ利用者側が引用するのも楽になる。 

➢ データの性質： 

単独で意味のある粒度であることが望ましい。ただし、単独で意味があるとするものの粒

度は、観測データ、実験データ、計算データ等のデータ種別によって変わってくるだろう。

たとえば、観測データの多くは再現が困難であり、必ずしも１回の測定が単独で意味をも

つとは限らないが、実験データは同一条件のもとでは再現可能であることが期待され、１

実験単位で意味をもつというようなことがありうるであろう。 

➢ アクセスの容易さ： 

コンテンツへのアクセスを保証するという DOIの役割を果たすことはもちろんとして、コン

テンツが効果的に参照され、利用されるようにするために、利用者がアクセスしやすい粒

度で DOIを登録することが望ましい。 

➢ 管理の容易さ： 

持続的なアクセスを保証可能とするために、管理の容易さを確保することも重要である。

研究データ提供機関やデータ管理者にとって管理がしやすいような考慮をすることが望

ましい。研究データの規模が大きく、複数機関で測定・作成されている場合もありうるが、

管理者不在にならないように注意する。 

➢ DOIの数量： 

DOI登録および解決のシステムが適切に運用できるレベルの数量にとどめる必要があ

る。また、登録件数に応じて DOI財団や DOI登録機関の年会費も増加することにも留

意する。よって、DOI登録数が膨大になる場合（＞年間数十万件）には、事前に JaLCに

相談するのが良い。 

 

4.2.3 suffixのつけ方 

suffixは、DOIが一意に識別されるための単なる文字列であり、それ自体は元来、意味も構

造も持たない。管理者が扱いやすい付け方をしてよいため、ランダム発生させた文字列を用いる

場合のほか、人間にとって意味が理解しやすく、データ管理やデータ活用を容易にするために、
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文字列がデータの意味や構造を示すようにしている場合もある。DOIは長期間にわたるアクセ

ス手段であるため、変化が予想される名称を含める場合（組織部署名・プロジェクト名等）等は、

よく考慮する必要があるだろう。 

 

・ （prefix）/（ランダムな番号） 

例:  10.17591/55838dbd6c0ad 

・ （prefix）/（サブ組織名）.（DB名）-（DB内の識別子） 

例： 10.14977/05.tdbs-23732 

10.14977/05.gsj-aster-xxxx 

・ （prefix）/（機関略称）.（通し番号） 

例:  10.11503/nims.1001 

 

なお、以下のように、データセット同士の関連性を suffixに反映させている例もある（次章参

照）。 

・ （prefix）/（リポジトリ名）.（データセット ID）-（データセット全体（000） または データサブ

セット番号）.（バージョン番号） 

例（データセット全体）:  10.18908/lsdba.nbdc01530-02-000.V010 

例（データサブセット）:  10.18908/lsdba.nbdc01530-02-001.V010 

この場合、複数のデータセットの集合体に DOIを登録した場合、そのサブセットにも DOIを登

録することで、集合体としての引用と、サブセットごとの引用を可能にしている。 

 

4.2.4複数データ間の関連性を表したい場合 

識別子としての DOIは互いに独立しているが、利用者の利便性ならびにデータ引用の観点

から、複数のデータセット同士の関連性を表したいという要望が生まれている。参考のため、運

用上の工夫の例を以下に紹介する。 

 

➢ 一次データと二次データ: 

例えば、複数の一次データから生成された二次データを公開する際、特に一次データの

提供元が複数機関にまたがる場合等において、二次データが引用された際に一次デー

タの間接的利用についても評価される仕組みが求められている。これに対応するため、

一次データにも DOIを登録した上で、その関連性をメタデータ項目”Relation”に記載する

方式が提案され [17]、実際にも使われ始めている [18]。JaLC コンテンツ登録マニュア

ルを参照の上、Relation項目のオプションから目的に応じて選択して使うと良い [13]。こ

の場合は”IsDerivedFrom”が使える。 

 

➢ 集合体としてのデータセットのフルセットとサブセット: 
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複数のデータセットの集合体に DOIを登録した場合、集合体としてのデータセットの中で

実際に利用したサブセットのみ引用したいという要望がある。これには、フルセットとサブ

セットの両方に DOIを登録し、データセット同士の関連性を suffixの付け方およびランデ

ィングページの説明で示す手法も取られている（前章 suffixの付け方の最後の例を参

照）。また、メタデータ項目“Relation”のオプション“IsPartOf”を用いて表すこともできる。 

 

このほか、データの複数バージョンを区別して引用できるように、データ登録の際に、そのデー

タ固有の DOI（Concept DOI）とバージョン管理に使用する DOI（Version DOI）の 2つを登録さ

せている事例もある [19]。  

 

4.3 メタデータ作成・登録 

4.3.1 基本的な考え方 

メタデータとは「データを説明するためのデータ」を指し、データの管理や利活用において重要

な附帯情報である。DOI等の識別子は流通を目的として利用されるが、対象オブジェクトが何で

あるかを説明・記述するメタデータがなければ分類・検索等が困難になるため、メタデータの果た

す役割は大きい。 

研究データのメタデータについてはデータ利活用を意識して作成されることが多い。ここでは

研究データに関連するメタデータを以下のように整理する。 

・ 研究データが研究の過程で生成され、分析・利用・管理される際に必要に応じて作成さ

れるメタデータ（以下「研究用メタデータ」という） 

・ 研究データをリポジトリ等で共有・公開する際に作成されるメタデータ（以下「公開用メタ

データ」という） 

・ データ流通を促進するために作成されるメタデータ（以下「流通用メタデータ」という） 

図 4-2に示すように、それらのメタデータには重なる部分も多いが、目的によっては必要な項

目が異なる場合もある。 

次章では、研究データへ DOIを登録する際に必須となる流通用メタデータ作成について述べ

る。 
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図 4-2. 研究データに付随するメタデータの関係性 

 

4.3.2 流通を意識したメタデータ作成 

まず、DOIを登録してデータを公開する最初の目的は、公開したデータを流通させることにあ

る。コンテンツの収集・管理とともに、FAIRなデータの流通を見越して、必要な情報を収集・整理

しておくことが求められる。 

DOI登録にあたって RAが提供するメタデータスキーマも、データ流通を念頭に定められてい

るものである。したがって、管理している情報をスキーマに沿って適切に記述・入力できれば、

DOIを登録する学術情報を流通させるための様々な利便性を享受することができる。 

JaLCを通じて DOIを取得する場合、JaLCのスキーマに沿った情報入力を行うことになる。

登録する対象の種別（論文、研究データ等）ごとに、必要な項目が異なることに注意が必要であ

る。具体的なメタデータ項目については、以下のマニュアルで詳述されているためぜひ活用して

ほしい。 

「JaLC コンテンツ登録マニュアル Webインターフェイス版【研究データ】」 [13] 

「JaLC コンテンツ登録マニュアル XMLフォーマットガイド【研究データ】」 [20] 

※JaLCのメタデータについては 2.4. JaLCのメタデータも参照のこと。 

 

  

https://japanlinkcenter.org/tech/top/pdf/JaLC_tech_web_interface_manual_research_data.pdf
https://japanlinkcenter.org/manual/research_data/index.html
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4.3.3 情報を入力しやすくするための工夫 

メタデータの作成には多大な労力を要するため、効果的にメタデータの項目を選択し、ツール

を利用する等作成の省力化をはかることが望ましい。 

 

図 4-3. JaLCにおける DOI登録方法 

（出典：JaLC Webサイト [8]） 

 

JaLCの DOI登録では上述のマニュアルに説明されているようなWebインターフェイスがあ

り、これを利用することで対話的でわかりやすい情報入力が可能である（①）。 

その他 XML ファイルを作成し登録・検証する方法（②）や、APIを利用して一括登録する方法

（③）があるので、データの量や性質に応じてより効率的な手法をとることができる。 

また、DOI登録の実務者が研究者・データ作成者に対し提供できる支援として、例えば以下

のようなものがある。事例集にいくつかの具体例が掲載されているため参照されたい。 

 

【独自のオンラインフォームの提供】 

・ 情報入力に特化したわかりやすいオンラインフォームを用意して、それを使って研究

者・データ作成者にメタデータを入力してもらう 

・ 入力される語彙について、コミュニティに広く知られたものを使うように選択式にする 

・ 入力 GUI と連携させ、スキーマに沿ったメタデータをエキスポートする機能を有する入

力用システムを構築し、メタデータ作成を自動化する 

・ webの UI フォームにメタデータ等を入力し、スキーマに沿ったメタデータ形式のどこに

出力されるのかを確かめながら作る 

 

【バッチシステムの導入】 

オンラインフォームを使った入力は 1件ずつとなるが、大量の既存コンテンツにまとめて DOI

を登録するような場合は、CSV等のフォーマットで必要なメタデータ項目を列として配置し、1レ

コードを 1行としてバッチ処理するような工夫も効果的である。 
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 4.3.4 留意点 

目的やメリットが明確である一方で、メタデータを作成する際には、共通項目の定義の困難

さ、開示に関しての制限、データ作成者とメタデータ作成者が異なる場合の情報入手の困難さ等

様々な制約があることも多い。こうした制約への対応として、研究者・データ作成者によるメタデ

ータ作成の際は、ベストプラクティスもしくはガイドラインを示し、できるだけそれらに沿った形で

の作成を推奨する。 

また、機関方針としてデータを公開する場合等は、データ作成者ではなくデータ管理者がメタ

データ作成・管理を主体的に進める場合が多いため、ガバナンス確保も重要な観点である。 

 

4.4 DOIのランディングページ 

登録された DOI がアクセスされた際、アクセスがリダイレクトされる先の Web ページが、当該

DOI のランディングページと呼ばれる。登録 DOI 毎の対応ランディングページは必ず存在してい

なければならない。DOI を登録するデータ本体は、一般に公開／アクセス制限ありのいずれの場

合もありうるが、この公開／アクセス制限ありの別もランディングページに記述する。また、データ

本体が公開終了した際も、ランディングページは公開を継続し、登録された DOI のアクセス永続

性を保証する必要がある。データ公開の取り下げについては、4.5.5項も参照のこと。 

ランディングページに記述する情報としては、JaLC メタデータスキーマが求める５つの必須項

目（DOI、Creator、Title、Publisher、Publication Year）のほか、以下が推奨される。 

 

・ 当該データの概要説明（抄録） 

・ リソースの内容に寄与している Contributor（s） 

・ 当該データを引用する際の記述方法 

・ 公開／アクセス制限ありの別 

・ 追加、修正・更新、取り下げ、分割・統合等の履歴 

・ 当該データのタイプおよびフォーマット 

・ データ利用に関するライセンス（Creative Commons、機関独自のライセンス体

系による表示等） 

・ 引用／被引用、包含／被包含等、他の関連リソースとの関係（Relation） 

・ その他、分野特有のメタデータ情報 

 

なお、流通のためのメタデータだけでなく、当該分野および関連分野・異分野の研究者・専門家

にとっても参考となるメタデータ情報（研究用メタデータ）の一部を記載することで、研究データの

有用性を向上させる効果も期待できるであろう（図 4-2参照）。 
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4.2章で説明したように、例えば、異なるバージョンが存在する研究データにおいて、バージョン

ごとに DOIが登録されていれば、ランディングページは各 DOIに対応して設ける必要があるが、

DOI毎に 1対 1で別のランディングページを設けるか、関連 DOIのランディングページを  

N対 1に共通化するかは、選択可能である。 

 

ランディングページの生成方法は、HTMLファイルとして一つ一つ作成して公開する静的な方

法のほか、研究データのデータベース管理システムから専用プログラムで動的に生成する方法、

あるいはコンテンツ管理システム（CMS）を利用する等の複数の方法があり得るので、ユースケー

スに合わせて実装方法を吟味選択することが望ましい。 

 

 

図 4-4. ランディングページの例 

（出典：doi:10.17591/55838dbd6c0ad） 
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4.5．DOI登録後の運用 

4.5.1 ORCID連携 

 JaLCを通して DOIを登録したデータを、データ作成者の業績情報として研究者の識別子を

提供するサービスである ORCIDに登録することができる。登録方法の詳細については JaLC

のWebサイトを参照のこと [21]。 

 

4.5.2 DOIを用いたデータの引用 

論文等で DOIを登録したデータを引用する場合、引用形式はジャーナル等の投稿規程に従

うが、DOI Citation Formatter （https://citation.crosscite.org） で DOIを指定し引用形式を選

択することで、容易に引用形式に対応したデータの引用情報を取得することができる [22]。利用

方法の詳細については、JaLCのWebサイトを参照のこと [21]。 

 

4.5.3 関連情報の記載 

DOIを登録したデータが論文や他のデータ等のコンテンツから引用される場合、データに登録

した DOIのメタデータの項目である「関連情報」にコンテンツに関する情報とデータとコンテンツ

の関連性を記載することができる [20]。メタデータの記述の詳細については、「JaLC コンテンツ

登録マニュアル XML フォーマットガイド【研究データ】」の付録４および付録５を参照のこと。 

 

4.5.4 DOI 登録後のデータの追加・修正時の対応 

DOI を登録したデータは、その後は変更がないことが期待されるが、動的に変化するデータ

の場合には、追加・修正が行われることがある。その際の対応として、DOI を維持する場合と、

別の DOI を登録する場合がある。 

  

➢ データを追加した後も、もとの DOI をそのまま使用する場合 

考えられる対応の例を挙げる。 

・ 例①: 

バージョン管理を行う。データの追加、取得方法、処理方法、補正、誤差等の修正や

変更があった場合は、別バージョンとしてランディングページ上に明記して、それぞれ

のバージョンへのアクセスを可能とする。 

・ 例②： 

ランディングページには、データの追加、取得方法、処理方法、補正、誤差等の修正

や変更があった場合はその事実と内容を履歴として記載する。 

・ 例③： 

観測中で適宜データが追加される場合は、もとの DOI をそのまま保持し、バージョン

管理もしない。 

 

https://japanlinkcenter.org/top/service/service_others.html
https://japanlinkcenter.org/top/service/service_others.html
https://japanlinkcenter.org/top/service/service_others.html
https://japanlinkcenter.org/tech/top/pdf/JaLC_tech_xml_format_guide_research_data.pdf
https://japanlinkcenter.org/tech/top/pdf/JaLC_tech_xml_format_guide_research_data.pdf
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これらの事例を、各分野、各データの特性に応じて最適化して用いられることが望ましい。 

 

➢ あらためて別の DOIを登録する場合 

考えられる対応の例を挙げる。 

・ 例①： 

バージョン管理を行い、もとのデータの DOI と、データ追加後の DOIのメタデータそ

れぞれにバージョン情報を明記する。 

・ 例②： 

長期的に取得している観測データセットの場合、新たなデータを追加したデータセット

はシリーズとして別名をつけ、一定の単位時間・期間（例えば年単位）ごとに分割して

それぞれに DOI を登録する。 

 

別の DOI を登録した場合、もとの DOI に対応するデータは、そのまま保存しておくことが望

ましいが、大規模なデータセットを全体的に補正した場合等、保存が困難であったり、保存をする

ことにあまり意味がなかったりすることもある。そのような理由で、もとのデータセットにアクセス

できなくなる場合は、ランディングページは保持しておいて理由を明記する。 

 

4.5.5 DOIを登録したデータの統合・分割・移管・廃棄 

DOIを登録したデータは、長期に渡って公開を継続することが期待されるが、場合によってデ

ータの統合、分割、データの他機関への移管、データの廃棄も起こりうる。このような状況を想定

し、DOIを登録する機関においては、データの公開状況が変化する場合の対応方針や、データ

の他機関への移管や研究コミュニティの共有を含め、長期プランを整備することが推奨される。 

データの統合や分割を行った場合は、統合・分割前の DOIのランディングページに、統合・分

割に関する説明、統合・分割後の DOIを明記する。 また、統合・分割後の DOIランディングペ

ージにも統合・分割前の DOI との関連について明記する。 

（分割の例： https://doi.org/10.17596/0000314 [23]）。 

データの廃棄によってデータの公開を取り下げた場合でも、DOIのランディングページは維持

してメタデータの公開を継続し、アクセスが保証されるようにする。ランディングページには、デー

タ公開を取り下げた事実、理由を明記する。 
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5．事例集 

 

■ 国立極地研究所 北極域データアーカイブシステム（ADS） 

（特徴） 

・ １機関内で実施されているプロジェクト 

・ 北極・南極域における調査・観測データが対象 

・ 管理者によって、JaLCへの DOI登録を実施 

・ システム的に、メタデータ品質の管理を行う 

 

（DOI登録の概要） 

ADS メタデータマネージメントシステム（AMS）により、メタデータ管理とデータアーカイ

ブを一元的に実施している。メタデータおよび実データは研究者によって作成される。メタ

データ登録時に、システムが ADS メタデータスキーマに従ってチェックを行うことで、メタ

データの品質管理を行っている。 

AMSは、国立極地研究所 DOI登録ポリシーに従って管理者のみ DOIを登録するこ

とができる。また、すべての登録データは、メタデータをもとにランディングページが自動

的に作成される。

 

図 5-1. 北極域データアーカイブシステム（ＡＤＳ） 
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■ 地球環境データ統合・解析プラットフォーム事業「データ統合・解析システム」（DIAS） 

（特徴） 

・ 地上観測データ、衛星観測データ、気象予測モデル、気候変動予測モデル、その他

社会データ等、地球環境データ全般を対象とする分野リポジトリ 

・ DIASプロジェクトで作成したデータだけでなく、他機関の研究データや行政の公共デ

ータについても、DIASの審査を経て受け入れ・公開する手続きを整備 

・ DOI等のデータ流通を促進するために、メタデータは CC0ライセンスで公開 

・ データセット利用状況を把握するシステムであるMahalo Buttonをデータセットランデ

ィングページに設置する等、DOIを活用したアプリケーションも開発 

 

（DOI登録の概要） 

・ データ作成者が DOIの付与を希望する場合は、DOIの付与方法についてデータ作

成者と合意した上で DOIを登録 

・ DOIの粒度は、原則として DIASが公開するデータセット ID と１対１に対応するが、

データ作成者の希望に応じてその他の粒度にも個別に対応 

・ データ作成者と DIAS担当者が協力しながら DIAS メタデータ管理システムにメタデ

ータを入力し、データセット IDごとにドキュメントメタデータとして管理 

・ データセットのランディングページは、ドキュメントメタデータから自動生成 

・ DOIの登録・更新は、DIASのメタデータ形式から JaLCのメタデータ形式に自動変

換し、JaLC API経由で DataCiteにデータを送信 

 

 

図 5-2. DIAS メタデータ管理システム 
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■ 国立研究開発法人物質・材料研究機構 

（特徴） 

・ 材料科学分野の研究データを対象 

・ リポジトリ登録システムにより、外部公開用のデータリポジトリと、機構内部の研究業

績登録システム・研究者総覧システムを連携 

 

（DOI登録の概要） 

データリポジトリ「Materials Data Repository （MDR） 」へのデータ登録、ならびに

DataCite DOIの登録が行える「MDR登録システム」を構築した。「MDR登録システム」

は機構内部の研究業績登録システムや研究者総覧システムから、登録対象の論文の書

誌事項を自動的に取得する。また、同システムに登録されたデータについては、同システ

ム内から DataCite DOIの登録作業を行うことができる。さらに、MDR登録システムを通

してMDRに登録された論文付随データに対して、機構の研究者総覧「SAMURAI」に表

示される当該論文の詳細情報ページに MDRへのリンクが追加される。 

データの登録は研究者（代理登録可能）、DOI登録とリポジトリへの公開は MDRの運

用担当者が行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3. Materials Data Repositoryにおける DOI登録のワークフローとデータフロー  
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■ 国立研究開発法人理化学研究所脳科学総合研究センター 

神経情報基盤開発ユニット 

（特徴） 

・ 脳・神経科学分野全般の研究データを対象とする。各データにはライフサイエンス系

のオントロジーやターミノロジーを活用した研究分野に特化したメタデータを付与 

・ CBSデータ共有プラットフォーム（理研脳神経科学研究センター内の各研究室から創

出されたデータを収集・共有・公開する研究データ管理基盤）、革新脳データポータル

（革新的技術による脳機能ネットワークの全容解明プロジェクトにて構築された研究デ

ータ公開システム）、INCF日本ノード・プラットフォーム（INCF日本ノードの活動下に

おいて構築された研究分野ごとのデータベース群）の３種の研究データリポジトリ・デ

ータベースの公開データに対して DOIを登録・管理 

・ 研究データを DOI と共に公開する際は、その分野における学術的な価値およびメタ

データの品質を確認すべく専門分野の研究者コミュニティによる査読を実施 

 

（DOI登録の概要） 

CBSデータ共有プラットフォーム 

システムに実装したデータ公開・査読ワークフロー機能を活用。研究者より公開申請の

出されたデータセットに対し、リポジトリ委員会にてデータおよびメタデータの内容を査

読、承認が得られた後、ランディングページおよび DOI登録用メタデータを作成する。

DOI登録は R2DMS（理研研究情報管理システム）と連携し、ResourceSyncプロトコル

にて IRDB（NII学術機関リポジトリデータベース）から定期的にメタデータがハーベストさ

れることにより間接的に行う。 

 

革新脳データポータル 

革新脳プロジェクトに参画する研究者から創出された研究成果の各種データセットに

ついて、データベース委員会にてとりまとめ、メタデータと共にポータルサイトに登録し、

公開している。DOI登録はシステム管理者が個別に JaLCのWebフォームおよび

JaLC形式 XMLを用いてメタデータ登録を行う。 

 

INCF日本ノード・プラットフォーム 

INCF日本ノードで運用・構築されてきたプラットフォームのコンテンツに対し、これまで

付与された DOIについて、神経情報基盤開発ユニットにて公開システムを継続運用する

ことで維持管理を続けている。  
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図 5-4．神経情報基盤開発ユニットにおける DOI登録の流れ 
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■ 国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）   「データ DOI情報管理システム」 

（特徴） 

・ 機構所属の研究部署／研究者が公開するデータを対象 

・ DOI登録について機構内におけるガイドラインを整備 

・ 「データ DOI情報管理システム」を構築し、一元的な管理を実施 

・ JaLCへの DOI登録は情報管理部署が対応 

 

（DOI 登録の概要） 

研究部署あるいは研究者が、データセット・データセットのメタデータ・DOI メタデータを作

成し、データセットおよびデータセットのメタデータは各データベースで公開するとともに、情

報管理部署に対して DOI登録申請を行う。 

情報管理部署は「データ DOI情報管理システム」により、DOI メタデータ管理（DOI採番、

メタデータ登録・更新）、Web APIを用いた JaLCシステムへの登録及びランディングページ

公開を実施する。 

DOI登録作業を効率化するため、一部のコンテンツについては、コンテンツを管理するシ

ステムにおいて「データ DOI情報管理システム」に登録するための XMLを生成している。ま

た、ランディングページから各データベースに遷移させることで、各データベースのライフサイ

クルが異なる場合でもリンク切れを防ぐような工夫等をしている。 

   （DOIの例：https://doi.org/10.17596/0000001 [24]） 

https://doi.org/10.17596/0000001
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図 5-5. JAMSTECにおける「データ DOI情報管理システム」を用いた 

公開データへの DOI登録フロー 
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■ 国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC） 「BISMaL: Biological Information 

System for Marine Life」 

（特徴） 

・ JAMSTEC が BISMaLで公開する生物多様性データセットを対象 

・ BISMaLで公開するデータセットには JAMSTEC の調査で取得した生物サンプル情報に

加え、JAMSTECが日本国内の他機関から広く受領したものが数多く含まれており、自

機関公開データセット（プレフィックス：10.17596）と切り分けるため、BISMaL独自に割り

当て頂いた DOIプレフィックス「10.48518」を使用して DOIを登録 

・ BISMaLで公開するデータセットは国際的なデータベースである OBSI と GBIFに連携 

 

（DOI 登録の概要） 

 BISMaL担当者が、データ作成者の DOI登録要望に基づいて DOI登録を行う。 

 DOI メタデータの情報は BISMaLに登録されたデータセットのメタデータから抽出する。 

 DOIの登録は JaLCシステムのユーザインターフェースで行う。 

 DOIのランディングページは、BISMaLのデータセット説明ページを使用している。 

   （DOIの例：https://doi.org/10.48518/00001 [25]） 

 

図 5-6. BISMaLにおけるデータ公開と DOI登録のフロー 

 

https://doi.org/10.48518/00001
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■ 東京大学史料編纂所 

（特徴） 

・ 日本学術振興会 人文学・社会科学データインフラストラクチャー構築推進事業（2018〜

2022年度）の一貫として、人文学における研究データを対象とした DOI登録を行ってい

る。 

・ 東京大学史料編纂所の所蔵史料に関するメタデータに加えて、連携機関が公開するメタ

データに対しても DOIを登録し、人文学における研究データの利活用・学術情報流通に

おける中核的な役割を果たしている。 

 

（DOI 登録の概要） 

DOI登録用のメタデータの集約と変換を行う「DOI管理システム」を構築している。本シス

テムは、東京大学史料編纂所歴史情報処理システム「SHIPS」で提供されている歴史資料

に関するメタデータを取得する API連携機能に加え、神奈川県立金沢文庫等の連携機関に

おいて提供されているメタデータをハーベストする機能を有する。DOI管理システムで集約・

変換されたデータを用いて、JaLCへの DOI登録を行い、取得した DOIを含むメタデータを

人文学・社会科学総合データカタログである「JDCat」に送ることで、人文学における研究デ

ータの利活用・学術情報流通を支援する。 

 

 

図 5-7. 東京大学史料編纂所における概要図 
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■ 国立研究開発法人 国立環境研究所 地球環境データベース（GED） 

（特徴） 

・ 地球温暖化をはじめとした地球環境問題に関する自然科学・社会科学分野の研究から得

られたデータや成果を収集・整備・提供 

・ 2016年より JaLC会員となり、研究データへの DOI登録を開始。地球環境データを中心

に DataCite DOIを登録して公開中。 

・ 主なデータカテゴリー（定点観測・移動体観測・モデル）ごとに独自のメタデータ項目を設

定。必須項目以外はカスタマイズも可能。 

 

（DOI登録の概要） 

・ メタデータの作成、ランディングページの構成、DOI登録用 XMLファイルの作成、データ

セット提供ページの作成までは、地球環境センター（CGER）側が担当、JalC を介した DOI

登録および DOI ランディングページの作成・運用は環境情報部が担当。研究ユニットは中

長期計画ごとに再構成されるため、DOIの永続性に配慮した分担（図 5-8）。 

・ 研究データの効率的な管理・研究チームでの共有、メタデータ作成、ライセンス・バージョ

ン管理、DOI登録申請等スムーズなデータ公開を支援するWebアプリケーション

GERDaMS （Global Environmental Research Data Management System）を開発・運

用中（図 5-9）。 

 

 

図 5-8．GEDにおける研究データへの DOI登録のワークフロー 

 



 

37 

 

 

図 5-9．NIES/CGER の研究データ基盤 
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■ 国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学宇宙地球環境研究所 

（特徴） 

・ 研究所に関係する各種観測・測定データ、カタログリスト、シミュレーション結果のデータを

対象。 

・ 研究者がツールを活用して XMLファイルを生成。その XMLファイルから、DOI登録用の

XMLファイル（JaLC形式）と Landing Page用の HTML ファイルを、ツールを用いて生

成。 

 

（DOI登録の概要）  

・ 当研究所が独自に開発したツールを用いて、研究者が DOI申請のための XMLファイル

をフォームから生成。同時に JaLC申請用の XML ファイル、Landing Page用の HTML

ファイルも生成。 

・ 生成されたファイルを、研究所統合データサイエンスセンターのスタッフが確認後、JaLC

に DOI申請。DOI申請後、Landing Page を公開。 

 

 

図 5-10. ISEEによる DOI登録のワークフロー 
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7. 付録 

7.1 用語集 

  

Crossref（クロスレフ） 

最大の DOI登録機関（RA）。主に学術論文を扱う。研究コミュニケーションに不可欠な数多くのサ

ービスを通じて、あらゆる種類の研究対象を簡単に検索、評価、再利用できるようにするグローバ

ルなコミュニティインフラである。（ https://www.crossref.org/ ） 

  

Creative Commons（クリエイティブ コモンズ、略称：CC） 

著作者が自らの作品の再利用を目的として公開・利用許可できるよう、さまざまなライセンス形態

を定義して公開、その普及と促進を図る国際的プロジェクト及びその運営主体である非営利団

体。策定された複数のライセンスは、クリエイティブコモンズ・ライセンスと呼ばれ、学術分野を中

心に、広く一般にも使われている。（ https://creativecommons.jp/ ） 

  

DataCite（データサイト） 

主に研究データを扱う DOI登録機関（RA）。研究データを中心にその他すべての研究成果物に

DOIを提供する世界的な非営利団体である。2009 年に欧米の大学や図書館が設立し、ドイツ国

立科学技術図書館 （TIB） が事務局を務めている。（https://www.datacite.org/） 

  

DOI（ディーオーアイ） 

デジタルオブジェクト識別子（Digital Object Identifier）。The DOI Handbook 参照。 

インターネット上の文書に恒久的に与えられる識別子。 

典型的な DOI名は、10.1246/nikkashi1898.1.1のような文字列である。この場合、10.1246（プ

レフィックス）は、DOI財団が付与するディレクトリの識別子である。スラッシュ以下の

nikkashi1898.1.1（サフィックス）は DOI名の登録者（この例では社団法人 日本化学会）が任意

で付ける IDである。実際にブラウザで DOI名によって検索をする際には、次のように

URL“http://doi.org”の後に DOI名をつければよい。 

https://doi.org/10.1241/johokanri.56.881 

  

DOI prefix （ディーオーアイ プレフィックス） 

DOI財団が付与するディレクトリの識別子。DOIを参照。 

  

DOI suffix （ディーオーアイ サフィックス） 

DOI登録者が登録するディレクトリの識別子。DOIを参照。 

  

https://www.crossref.org/
https://creativecommons.jp/
https://www.datacite.org/
https://doi.org/10.1241/johokanri.56.881
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DOI 登録 

コンテンツに対して DOIを登録し、URL とメタデータとともに RAに登録（デポジット）すること。 

  

DOIの解決、DOI リゾルバ 

DOIを入力することにより、コンテンツ自身もしくはメタデータを表したWebページの URLを得る

ことを DOIの解決（リゾルブ）という。また、DOIの解決を行うネットワークサービスを DOI リゾル

バという。 

  

FAIR（フェアー）原則  

研究データの公開・再利用性を高めるため 2011年から策定が始まったオープンデータ、オープン

アクセスの指針で、Findable、 Accessible、 Interoperable、 Reusable の４つの頭文字からな

る。先頭の第１項が、「F 1．（メタ）データが、グローバルに一意で永続的な識別子（ID）を有するこ

と」となっている。（ https://doi.org/10.18908/a.2019112601 ） 

  

DOI Foundation 

DOI財団。それぞれのコミュニティにサービスを提供する DOI登録機関（RA）に代わって、デジタ

ル オブジェクト識別子 （DOI） システムを管理している。（ https://www.doi.org/ ） 

  

JaLC（ジャルク） 

日本国内の電子化されたコンテンツに DOIを登録する日本の DOI登録機関（RA）。 

JaLC（ジャルク）は、Japan Link Centerの略。 

  

prefix （プレフィックス） 

接頭辞。ここでは DOI prefixのことを指す。DOI prefixを参照。  

  

prefixの払い出し・返却  

prefixは DOI財団より各 RAが払い出しを受け、DOIを登録しようとする機関あるいはプロジェク

ト単位に割り当てる。  

  

RA（アールエー） 

Registration Agencyの略。DOIの登録機関のこと。 

  

Registrant（登録者） 

論文や記事、ジャーナル等の電子データに DOIを登録する機関。 

  

suffix （サフィックス） 

https://doi.org/10.18908/a.2019112601
https://www.doi.org/
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接尾辞。ここでは DOI suffixのことを指す。DOI suffixを参照。 

  

永続的識別子（PID） 

英語は Persistent IDentifier。DOI はインターネット上で公開され、検索可能となっているグロー

バルで永続的な識別子である。FAIR原則の項も参照。 

 

デポジット 

安全に預け入れるという意味から、電子データの登録、または登録すること。 

XMLに変換したメタデータや本文を JaLCシステムにデポジットする、というように使用する。 

  

マルチプルレゾリューション 

通常、DOIは一つのWeb画面とのみ結びつけられており、DOIの解決先もその画面となる。た

だし、同じコンテンツが複数の公開先を有する等 DOIを複数のWeb画面に結びつけたいときに

マルチプルレゾリューションとして、その DOIに結びつくすべてのWeb画面の URLを表示する

中間画面に紐付けられる。 

  

メタデータ 

データそのものではなく、情報検索システムで検索可能な、データ本体の属性値や附帯情報等を

メタデータと呼んでいる。書籍や論文等では書誌情報と呼ぶこともある。例えば、文書であれば著

者名や表題、発表年月日、関連キーワード等が一般的である。研究データでは、これに加えて、

データのフォーマット形式、利用ライセンス等が該当する。 

  

メタデータスキーマ 

メタデータのデータ構造およびそれを記述する規則をあわせたもののこと。情報検索の分野で

は、メタデータスキーマを XML言語で表すことが標準的（例：ISO 19115 等）で、可読性が高いと

いう特徴がある。 

  

ランディングページ 

DOI と関連づけられたWebページ。DOIを解決したときに表示される。 

  

リソース 

書籍、デジタルコンテンツ、人物等、名前をつけて記述できる対象物。【出典：国立国会図書館ウ

ェブサイト（ https://www.ndl.go.jp/jp/dlib/standards/meta/glossary.html ）】 

  

リポジトリ 
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論文、研究データ、その他コンテンツを蓄積・提供を行う情報システムのこと。大学や研究機関

が、所属研究者等の生み出したコンテンツを蓄積・提供する機関リポジトリ、特定の分野の研究成

果を蓄積・提供する分野リポジトリ、文書等ではなくデータに特化して集積するデータリポジトリ等

がある。 

 

粒度 

英語で granularity。本ガイドラインでは、DOIを登録する研究データの単位（ひとかたまり）の大

きさという意味で用いる。データ・データセットの粒度を大きくすれば、DOI登録件数は減ることに

なる。 
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7.2 JaLC入会フローチャート 

  

図 7-1. JaLC入会フローチャート（研究データへの DOI登録） 

*¹プロジェクト等の複数機関での DOI登録を

希望の場合も機関単位にて DOI登録を検

討する。 

詳しくは 3.3章 「DOI登録における留意点」

を参照。 

 
*2 NIIの JaLC準会員になることを想定。 

該当しない場合は他の準会員もしくは正会

員となる。 

https://support.irdb.nii.ac.jp/ja/application/j

alc 

 
＊3Japan Link Center会員一覧はこちら

https://japanlinkcenter.org/top/doc/listofm

embers.pdf  

 
＊4準会員の取り纏め機関の一覧はこちら

https://japanlinkcenter.org/top/admission/

member_type.html 

https://support.irdb.nii.ac.jp/ja/application/jalc
https://support.irdb.nii.ac.jp/ja/application/jalc
https://japanlinkcenter.org/top/doc/listofmembers.pdf
https://japanlinkcenter.org/top/doc/listofmembers.pdf
https://japanlinkcenter.org/top/admission/member_type.html
https://japanlinkcenter.org/top/admission/member_type.html
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JaLCでは、研究データについて、JaLCへの DOI登録の他、オプションサービスとし DataCiteへの DOI登録を選択できる。各サービスの概要は表 7-1の通り。 
 

 

表 7-1. JaLCにて研究データを DOI登録する場合の JaLC DOI と DataCite DOIの比較 

 必要な会員資格 費用 DOI の登録先・活用 
登録時の 

メタデータスキーマ 

JaLC の 

サポート 

 どのサービスを選べば良い？ 

例えば・・・ 

JaLC 

JaLC 会員 

（正会員、準会員） 

JaLC 年会費 【登録先】JaLC 

 

【DOI 活用】 

・JaLC コンテンツ検索 

・JaLC が連携するサービス 

（CiNii, ORCID 等） 

JaLC スキーマ  

 

あり 

→ 

・主に国内でのデータ活用を想定している

コンテンツ 

・メタデータが主に日本語 

 

・DOI 登録件数：数万件／年 

 

DataCite 

（JaLC） 

JaLC 会員 

（正会員、準会員） 

＋ 

DataCite JaLC  

コンソーシアム機関 

JaLC 年会費 

＋ 

DataCite 機関費 

500 ユーロ（※１） 

＋ 

DOI 登録費(従量制) 

 

 

  

【登録先】JaLC＋DataCite 

 

【DOI 活用】 

・JaLC コンテンツ検索 

・JaLC が連携するサービス 

    ＋ 

・DataCite Commons 

・DataCite が連携するサービス 

(re3data, Data Citation Index 等)  

JaLC スキーマ （※２） 

 

→JaLC 経由で、 

DataCite スキーマに変換

し登録。 

 

※２ JaLC と DataCite で

要素が一部異なる。 

参考：研究データデポジット

XML 

メタデータ項目リスト  

あり 

→ 

・海外を含め広くデータ活用を推進したい

コンテンツ 

・英語のメタデータあり 

 

・DOI 登録件数：数万件／年 

 

 

 *参考 

DataCite 

（直接） 

DataCite  

Direct Member  

 

 

DataCite 年会費 

2000 ユーロ 

＋ 

DataCite 機関費 

500 ユーロ（※１） 

＋ 

DOI 登録費(従量制) 

【登録先】DataCite 

 

【DOI 活用】 

・DataCite Commons 

・DataCite が連携するサービス 

(re3data, Data Citation Index 等) 

DataCite スキーマ なし 

 

 

→ 

・主に海外のデータ活用を想定している 

コンテンツ（国内を重要視していない） 

 

・DataCite スキーマの要素を記述したい

コンテンツ 

 

・DOI 登録件数：10 万件／年以上 

※１ 非営利機関の場合。営利機関の場合は、DataCite ホームページ参照。 

https://japanlinkcenter.org/manual/research_data/list.html
https://japanlinkcenter.org/manual/research_data/list.html
https://japanlinkcenter.org/manual/research_data/list.html
https://datacite.org/fee-model/#Multiplier-for-For%E2%80%90profit-Organizations
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* JaLCのオプションサービスとしての DataCite DOI登録については、「ジャパンリンクセンター参加規約」（第 17条 DataCiteサービス）を参照。 

料金に関しては「ジャパンリンクセンター年会費および外部サービス利用料金に関する手引き」（こちら）を参照。 

* 詳細については JaLC事務局へお問い合わせください。  問い合わせ先：  

 

* （参考） JaLCを利用せず、直接 DataCiteのダイレクトメンバーとなることも可能です。詳しくは DataCite ホームページ参照。 

※注） 2024 年 5 月 22 日時点の DataCite ホームページの情報を基に作成。会費モデル等については必ず最新の情報をご参照ください。 

 
  
 
 

https://japanlinkcenter.org/top/doc/jalc_FeeModel.pdf
https://japanlinkcenter.org/top/doc/jalc_FeeModel.pdf
https://datacite.org/become-a-member/
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研究データ利活用協議会 

研究データへの DOI登録促進小委員会 

 
 

 

委員長 白井知子 （国立環境研究所） 
 

委員  海老沢 研 （宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所）  

門平 卓也 （物質・材料研究機構）  

北本 朝展 （国立情報学研究所）  

髙井 貴子 （日本医療研究開発機構）  

武田 英明 （国立情報学研究所）  

武部 竜一 （情報科学技術協会）  

中島 律子 （科学技術振興機構）  

中西 秀哉 （核融合科学研究所）  

林 和弘 （文部科学省 科学技術・学術政策研究所） 

林 祥介 （神戸大学理学研究科／日本気象学会）  

福田 和代 （海洋研究開発機構）  

福田 陽子 （国立環境研究所）  

南山 泰之 （国立情報学研究所）  

三村 のどか （科学技術振興機構）  

村山 泰啓 （情報通信研究機構 NICT ナレッジハブ）  

八塚 茂 （製品評価技術基盤機構 バイオテクノロジーセンター） 
 

ジャパンリンクセンター事務局  

植松 利晃 （科学技術振興機構） 

小林 瑠那 （科学技術振興機構） 

酒井 康平 （科学技術振興機構） 

藤沢 仁子 （科学技術振興機構） 
 

活動期間 

2021年 11月～2024年 6月 

 
 

【事例集協力機関】 

 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構 国立極地研究所  

 地球環境情報統融合プログラム（DIAS）  

 国立研究開発法人物質・材料研究機構 

 国立研究開発法人理化学研究所脳科学総合研究センター 

 国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC） 

 東京大学史料編纂所 

 国立研究開発法人 国立環境研究所 

 国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学宇宙地球環境研究所 


